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（1） 平成11年１月25日 か　　わ　　べ 第 129 号
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河辺村公民館

1（0893）39－2111
内線　205・206

佐 川 印 刷 ㏍

吉 田 町 北 小 路
1（0895）52－0600

人のうごき
（平成11年１月１日現在）

世帯数　　　　542戸
男　子　　　　689人
女　子　　　　721人
計　　　 1,410人

Ｈ10.１.1現　1,409（ 1）
Ｈ９.１.1現　1,436（△ 26）
Ｈ８.１.1現　1,474（△ 64）
Ｈ７.１.1現　1,525（△115）
Ｈ６.１.1現　1,559（△149）

新
し
い
年
も
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
が
、

こ
の
時
期
子
ど
も
に

と
っ
て
の
関
心
事
は
、

何
と
い
っ
て
も
お
年

玉
で
す
。
親
か
ら
だ

け
で
な
く
、
祖
父
母

や
、
親
戚
の
人
の
分
ま
で
累
積
し
て

い
く
う
ち
に
、
中
に
は
数
万
円
と
な

っ
て
し
ま
う
の
も
珍
し
く
な
い
と
い

い
ま
す
。
今
で
は
、
誕
生
日
、
ク
リ

ス
マ
ス
な
ど
高
額
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

も
ら
う
機
会
も
多
く
、
子
ど
も
に
と

っ
て
は
そ
れ
が
当
た
り
前
の
雰
囲
気

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
例

え
ば
い
く
つ
も
の
筆
箱
を
抱
え
て
い

た
り
、
あ
り
余
る
ほ
ど
の
物
持
ち
と

な
り
、
物
に
対
す
る
愛
着
も
薄
く
な

り
が
ち
で
す
。

新
聞
に
よ
る
と
、
最
近
の
不
景
気

で
、
お
年
玉
の
金
額
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
そ
う
で
す
が
、
河
辺
の
子
ど

も
た
ち
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

よ
り
よ
い
金
銭
感
覚
を
培
う
た
め

に
も
、
使
い
道
や
貯
金
の
仕
方
に
つ

い
て
考
え
さ
せ
た
り
、
与
え
す
ぎ
な

い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。
お
年

玉
は
、
昔
、
子
ど
も
の
た
く
ま
し
い

成
長
を
願
っ
て
、
丸
い
お
餅
を
あ
げ

た
こ
と
に
由
来
す
る
と
い
い
ま
す
。

私
た
ち
も
、
そ
の
原
点
に
か
え
り
考

え
て
み
る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

Ｙ
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只今、猛練習中Z 劇団「DAN   D A N」

平
成
十
一

年
一
月
一
日
。

一
が
並
ん
で

「
い
い
、
い
い
」

卯
年
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

さ
て
、
昨

年
四
月
に
、
村

内
に
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
劇
団
「
Ｄ

Ａ
Ｎ
　
Ｄ
Ａ
Ｎ
」
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
大
人
が
夢

を
見
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
、
子
ど
も
は
心
か
ら
笑
え

な
い
。
子
供
た
ち
と
夢
を
分
か
ち
合
い
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
制
作
が
始
ま
り
ま
し
た
。
幼
稚
園
児
か
ら

大
人
ま
で
、
小
・
中
学
校
の
教
諭
ま
で
約
五
十
名
の

劇
団
員
が
、
毎
週
一
回
の
練
習
を
行
い
、
今
年
三
月

二
十
二
日
b
に
河
辺
村
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
で
の
公

演
へ
と
、
今
一
人
一
人
が
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
脚
本
か
ら
曲
作
り
、
ダ
ン
ス
振
り
付
け
な
ど
、
す

べ
て
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
。
今
ま
で
の
失
敗
を
跳
躍
し
て
い
い
夢
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。
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年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

第 129 号 か　　わ　　べ 平成11年１月25日（2）

村
民
の
皆
様
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

輝
か
し
い
新
春
を
皆
様
と
と

も
に
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。新

し
い
年
が
河
辺
村
に
繁
栄

を
も
た
ら
す
素
晴
ら
し
い
年
に

な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
願
っ
て

お
り
ま
す
。

旧
年
中
は
村
政
全
般
に
わ
た

り
、
深
い
ご
理
解
と
力
強
い
ご

協
力
を
賜
り
、
所
期
の
目
的
が

推
進
で
き
ま
す
こ
と
を
心
か
ら

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
行
政
改
革
や
財
政
構

造
改
革
、
さ
ら
に
新
し
い
医
療

保
険
制
度
の
実
施
、
介
護
保
険

法
な
ど
国
全
体
が
二
十
一
世
紀

に
向
け
大
き
く
揺
れ
動
き
は
じ

め
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
景
気
は
回
復
す
る
こ

と
な
く
厳
し
い
状
況
の
中
で
国

民
が
予
想
も
し
な
か
っ
た
大
手

銀
行
や
大
手
証
券
会
社
の
破
綻

な
ど
日
本
経
済
に
大
き
な
影
響

を
あ
た
え
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
政
治
社

会
情
勢
の
中
で
明
け
た
今
年
は

果
た
し
て
ど
ん
な
年
に
な
る
の

か
、
せ
め
て
昨
年
よ
り
良
い
年

に
な
る
こ
と
を
願
う
心
境
で
あ

り
ま
す
。

さ
て
、
二
十
一
世
紀
を
目
前

に
控
え
、
我
が
国
は
急
激
な
少

子
、
高
齢
化
、
経
済
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
進
展
、
住
民
の
価
値

観
、
生
活
様
式
の
多
様
化
等
、

社
会
経
済
全
般
に
わ
た
る
構
造

的
な
変
化
に
直
面
し
て
お
り
、

従
来
の
シ
ス
テ
ム
全
体
の
変
革

と
新
た
な
創
造
を
迫
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
情
勢
の

中
で
、
村
政
の
責
任
者
と
し
て

の
果
た
す
べ
き
役
割
と
責
任
は

ま
す
ま
す
増
大
し
、
生
活
関
連

施
設
の
整
備
、
総
合
的
な
地
域

福
祉
対
策
の
推
進
、
農
林
業
の

振
興
、
活
性
化
等
、
個
性
豊
か

な
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
積

極
的
に
推
進
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

私
が
目
指
す
河
辺
村
は
、

『
美
し
い
自
然
と
産
業
が
調
和

す
る
心
豊
か
な
村
』
を
基
本
理

念
と
し
て
『
河
辺
村
に
住
ん
で

よ
か
っ
た
、
住
ん
で
み
た
い
』

と
思
え
る
よ
う
な
河
辺
村
を
造

る
た
め
に
、
次
の
四
点
を
村
政

の
最
重
要
課
題
と
位
置
付
け
最

大
限
の
努
力
を
傾
注
し
て
参
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。

一
、『
緑
豊
か
な
生
活
環
境
に

満
ち
た
村
』

◎
広
域
交
通
網
の
整
備
を
図

り
広
域
圏
大
洲
市
に
三
十

分
、
県
都
へ
六
十
分
構
想

の
実
現
。

◎
村
道
の
改
良
整
備

◎
定
住
促
進
住
宅
の
整
備

（
平
成
十
一
年
度
建
築
計

画
）

◎
定
住
促
進
住
宅
団
地
の
整

備

二
、『
豊
か
な
人
情
で
結
ば
れ

た
福
祉
の
村
』

◎
シ
ル
バ
ー
ポ
リ
ス
の
建
設

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

整
備
充
実
（
平
成
十
一
年

六
月
一
日
開
設
）

在
宅
介
護
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
充
実

◎
婦
人
の
地
位
向
上
（
社
会

参
加
）

三
、
『
活
力
あ
る
個
性
豊
か

な
産
業
の
村
』

◎
農
林
道
の
整
備

◎
農
林
業
会
社
の
設
立
（
平

村
　
長

大
　
野
　
富
士
男



去
る
十
二
月
十
八
日
、
平
成
十

年
第
四
回
河
辺
村
議
会
定
例
会
が

招
集
さ
れ
、
全
議
員
が
出
席
の
も

と
、
一
般
質
問
に
引
き
続
き
、
条

例
改
正
二
件
と
一
般
会
計
補
正
予

算
四
千
七
百
五
万
八
千
円
（
累
計

二
十
五
億
九
百
五
十
四
万
八
千

円
）
を
原
案
ど
お
り
可
決
。

特
別
会
計
補
正
予
算
二
千
三
百

十
九
万
八
千
円
の
議
案
三
件
を
可

決
し
、
そ
の
後
、
工
事
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て
の
議
案
二
件
を

原
案
ど
お
り
可
決
。

請
願
六
件
は
不
採
択
と
な
り
ま

し
た
。

な
お
、
一
般
質
問
の
主
な
も
の

は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
質
問

（
抜
粋
）

山
本
　
雅
久
議
員

（3）平成11年１月25日 か　　わ　　べ 第 129 号

成
十
一
年
四
月
設
立
）

◎
中
間
地
域
総
合
整
備
事
業

の
促
進

◎
中
小
企
業
の
振
興

◎
観
光
の
振
興

四
、『
創
造
性
豊
か
な
人
間
性

と
文
化
の
香
り
高
い
村
』

◎
義
務
教
育
施
設
の
整
備
充

実
（
平
成
十
一
年
度
中
学

校
プ
ー
ル
改
修
）

◎
社
会
教
育
の
充
実

◎
村
民
文
化
の
振
興

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
は

あ
り
ま
す
が
、
以
上
の
行
政
課

題
の
実
現
の
た
め
公
共
性
、
効

率
性
を
常
に
年
頭
に
も
ち
、
健

全
財
政
に
努
め
る
と
共
に
勇
気

と
決
断
を
も
っ
て
、
山
積
み
す

る
諸
施
策
の
展
開
を
図
り
、
村

民
の
皆
様
方
の
期
待
に
応
え
る

よ
う
決
意
を
新
た
に
致
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

諸
施
策
の
内
容
等
に
つ
き
ま

し
て
は
、
次
の
公
民
館
報
に
お

い
て
、
施
政
方
針
の
中
で
詳
し

く
述
べ
さ
せ
て
戴
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

地
方
自
治
の
発
展
は
、
村
民

の
皆
様
の
ご
協
力
な
く
し
て

は
、
そ
の
効
果
を
上
げ
る
こ
と

は
出
来
ま
せ
ん
。

ど
う
か
、
本
年
も
一
層
の
ご

支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

と
共
に
、
村
民
の
皆
様
方
の
ご

健
勝
、
ご
多
幸
を
お
祈
り
い
た

し
ま
し
て
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。
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県
土
木
建
設
事
業
費
の
一
部
負

担
廃
止
に
よ
る
余
剰
財
源
の
使
途

に
つ
い
て

〔
村
長
答
弁
〕

一
部
負
担
金
の
廃
止
は
、
財

政
的
に
あ
り
が
た
い
措
置
で
あ

り
、
大
歓
迎
を
申
し
あ
げ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

平
成
十
年
度
は
、
一
億
八
千

六
百
十
五
万
五
千
円
の
負
担
金

を
予
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
平
成
八
年
度
か
ら
は
地
域

経
済
対
策
債
で
財
源
確
保
を
い

た
し
て
お
り
、
四
割
は
地
方
交

付
税
に
算
入
し
て
い
た
だ
き
ま

す
が
、
六
割
は
村
負
担
で
す
か

ら
、
財
政
的
に
大
変
あ
り
が
た

い
こ
と
で
す
。

そ
の
使
途
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ご
質
問
の
介
護
保
険
事
業
な
ど
、

村
民
の
福
祉
向
上
に
つ
な
が
る

経
費
に
、
重
点
的
に
配
分
し
て

参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

梅
木
加
津
子
議
員

中
学
校
の
屋
外
ト
イ
レ
を
水
洗

化
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
古
宮
の
ト
イ
レ
設
置
に

つ
い
て
、
そ
の
後
の
経
過
を
明
ら

か
に
し
て
下
さ
い
。

〔
村
長
答
弁
〕

中
学
校
ト
イ
レ
に
つ
き
ま
し

て
は
、
施
設
が
古
く
、
衛
生
上

の
問
題
や
、
男
女
の
仕
切
り
も

な
い
問
題
点
も
あ
り
、
高
齢
者

の
方
や
足
の
悪
い
方
の
た
め
に

も
洋
式
の
水
洗
ト
イ
レ
に
す
べ

く
検
討
し
た
の
で
す
が
、
現
在

の
場
所
で
は
、
浄
化
槽
か
ら
の

排
水
が
困
難
で
あ
る
な
ど
の
問

題
が
あ
り
ま
す
の
で
、
場
所
を

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
し
ば
ら
く
お
待
ち
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

次
に
古
宮
の
公
衆
ト
イ
レ
に

つ
き
ま
し
て
は
、
用
地
の
交
渉

中
で
あ
り
、
も
う
少
し
お
待
ち

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

村
議
会
十
二
月
定
例
会
お
わ
る

補
正
予
算

一
般
会
計
　
四
七
、
〇
五
八
千
円

特
別
会
計
　
二
三
、
一
九
八
千
円
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国
会
に
お
い
て
、

地
域
振
興
券
（
商
品

券
）
交
付
事
業
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
事
業
は
若
い
親
の

子
育
て
を
支
援
し
、

あ
る
い
は
老
齢
福
祉

年
金
等
の
受
給
者
や

所
得
が
低
い
高
齢
者

層
の
経
済
的
負
担
を

軽
減
す
る
と
と
も
に

個
人
消
費
の
喚
起
・

地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
る
も
の
で
す
。

河
辺
村
で
も
交
付
開

始
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。

☆
交
付
対
象
者
は
？

平
成
十
一
年
一
月
一
日
現
在

一．

十
五
歳
以
下
の
児
童
の
属
す

る
世
帯
の
世
帯
主

第 129 号 か　　わ　　べ 平成11年１月25日（4）

十
二
月
一
日
付
で
厚
生
大
臣
よ

り
徃
見
和
子
氏
、
船
田
将
則
氏
、

玉
井
隆
氏
、
竹
林
淑
子
氏
、
馬
喰

田
智
雄
氏
、
河
野
カ
ズ
ヱ
氏
、
高

橋
藤
利
氏
、
加
茂
良
子
氏
、
中
津

凱
子
氏
が
河
辺
村
民
生
委
員
児
童

委
員
に
委
嘱
さ
れ
、
新
寿
恵
美
氏

が
主
任
児
童
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
十
二
月
一
日
付
で

民
生
委
員
児
童
委
員
総
務
に
船
田

将
則
氏
、
副
総
務
に
馬
喰
田
智
雄

氏
、
女
性
部
長
に
加
茂
良
子
氏
が

任
命
さ
れ
ま
し
た
。

二．

老
齢
福
祉
年
金
の
受
給
者

三．

年
齢
六
十
五
歳
以
上
で
十
年

度
分
の
市
町
村
民
税
（
所
得
割
）

非
課
税
で
あ
り
、
か
つ
身
体
上
、

精
神
上
著
し
い
障
害
が
あ
る
た

め
に
常
時
の
介
護
を
必
要
と
す

る
者

四．

年
齢
六
十
五
歳
以
上
で
市
町

村
民
税
非
課
税
の
者
（
た
だ
し
、

そ
の
者
が
控
除
対
象
配
偶
者
又

は
扶
養
親
族
に
該
当
す
る
場
合

は
、
当
該
他
の
者
の
市
町
村
民

税
の
確
定
し
た
額
が
な
い
場
合

に
限
る
。）

☆
交
付
額
は
？

十
五
歳
以
下
の
児
童
一
人
に
つ

き
二
万
円
、
二．

三．

四
に
該
当

す
る
交
付
対
象
者
に
つ
い
て
二
万

円
で
す
。

☆
使
用
開
始
日
は
？

各
市
町
村
の
事
務
の
関
係
上
異

な
り
ま
す
が
、
河
辺
村
で
は
四
月

一
日
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

☆
利
用
で
き
る
店
は
？

こ
の
事
業
の
目
的
は
、
経
済
・

福
祉
対
策
か
つ
市
町
村
振
興
で
あ

る
た
め
、
河
辺
村
内
の
事
業
者
か

ら
募
集
し
、
特
定
事
業
者
と
し
て

登
録
さ
れ
た
店
に
限
ら
れ
ま
す
。

ま
た
利
用
に
際
し
て
は
次
の
よ

う
に
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
使
用
期
間
は
交
付
開
始
日
か
ら

六
ケ
月
間
に
限
る
。

②
使
用
で
き
る
人
は
交
付
さ
れ
た

本
人
及
び
そ
の
代
理
人
、
使
者

に
限
ら
れ
る
。

③
こ
の
券
の
交
換
、
譲
渡
及
び
売

買
は
で
き
な
い
。

④
こ
の
券
の
額
面
は
千
円
で
つ
り

銭
は
支
払
わ
れ
な
い
。

詳
し
く
は
河
辺
村
役
場
総
務
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

身につけよう救急法

～とっさに処置できますか？～

公
民
館
に
お
い
て
、
婦
人
会
と

高
齢
者
の
合
同
学
習
会
（
参
加
者

六
十
一
名
）
が
行
わ
れ
、
大
洲
消

防
署
川
上
支
署
の
方
を
講
師
に
、

約
一
時
間
二
十
分
の
救
急
法
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

疾
患
に
対
す
る
予
防
対
策
と
応

急
処
置
な
ど
、
救
急
車
到
着
ま
で

の
一
般
的
な
家
庭
で
処
置
で
き
る

講
習
に
、
参
加
者
の
方
は
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

河
辺
小
学
校
体
育
館
に
お
い
て

学
芸
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年

は
午
前
中
に
園
児
・
児
童
た
ち
の

演
技
、
午
後
か
ら
は
、
子
供
た
ち

の
慰
労
を
か
ね
た
参
加
者
全
員
に

よ
る
慰
労
会
を
行
な
い
ま
し
た
。

二
学
期
は
学
校
行
事
が
集
中
し

短
期
間
の
練
習
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
子
供
た
ち
は
元
気
に
披
露
し
、

保
護
者
は
楽
し
い
一
日
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。

心
温
ま
る
学
芸
会

公
民
館
に
お
い
て
、
三
崎
町
産

業
課
長
　
塩
崎
満
雄
先
生
を
講
師

に
わ
く
わ
く
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
し
た
。

元
気
、
情
熱
、
継
続
、
頑
張
る

及
び
ふ
る
さ
と
孝
行
の
基
本
を
念

頭
に
町
の
活
動
を
講
演
し
て
い
た

だ
き
、
今
後
の
地
域
、
人
づ
く
り

の
ヒ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

〜
わ
く
わ
く
セ
ミ
ナ
ー
〜

✱
✱

✱
✱

✱
✱

✱
✱

✱
✱

✱
✱

✱
✱

✱
✱

*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*

*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*

*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*

*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*

役
職
員
紹
介

地域振興券って、なに？

11／25

11／29

12／９
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河
辺
中
学
校
を
会
場
に
、
河
辺

村
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
研
究
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
ま
ず
公
開
授
業
で
中

学
校
全
学
年
の
学
習
の
様
子
を
観

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
に
、
全
体
会
で
は
、
村
Ｐ
連

功
労
者
と
し
て
、
武
田
福
男
さ
ん
、

松
下
や
す
子
さ
ん
、
中
野
守
さ
ん

の
三
名
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。そ

し
て
、
次
に
は
長
年
の
念

願
？
だ
っ
た
宇
和
島
東
高
等
学
校

野
球
部
監
督
の
上
甲
正
典
氏
に
よ

る
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
演
題
は
、

「
野
球
と
私
」
で
、
中
学
生
に
も

わ
か
り
や
す
く
、
時
折
、
ユ
ー
モ

ア
を
交
え
て
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

「
勝
つ
た
め
に
人
間
を
変
え
よ

う
」
と
い
う
方
針
で
、
技
術
指
導

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
野
球
百
ケ

条
な
る
も
の
を
作
ら
れ
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
大
切
さ
や
、
あ
い
さ
つ

や
物
の
大
切
さ
な
ど
、
部
員
の
生

活
姿
勢
に
ま
で
、
細
か
い
指
導
を

さ
れ
て
お
り
、
さ
す
が
甲
子
園
常

連
で
、
優
勝
ま
で
さ
れ
た
監
督
さ

ん
だ
と
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

講
演
後
、
上
甲
監
督
さ
ん
と
記

念
写
真
を
と
ら
せ
て
も
ら
う
な

ど
、
和
気
あ
い
あ
い
の
雰
囲
気
の

中
で
無
事
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

当
日
、
参
加
者
が
少
な
い
の
で

は
な
い
か
と
心
配
し
ま
し
た
が
、

幸
い
に
も
多
く
の
方
に
出
席
し
て

い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

河
辺
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
北
平

愛
護
班
、
小
・
中
学
校
教
諭
企

画
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
会
が
連

日
行
わ
れ
、
サ
ン
タ
さ
ん
は
、

子
ど
も
た
ち
に
夢
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
。
昨
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
は
楽

し
い
ひ
と
と
き
が
過
ご
せ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

～上甲監督を囲んで～

河
辺
村
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
研
究
大
会

12／２

12／17 河辺幼稚園

12／19 北平愛護班

12／20 クリスマスコンサート

✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠
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✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠

✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠✠ ✠
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✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
✠
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✠
✠

河
辺
を
離
れ
て
十
九
年
に
な

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
内
子
、

京
都
、
名
古
屋
で
生
活
し
、
昨

年
松
山
に
帰
っ
て
来
ま
し
た
。

思
え
ば
中
学
の
頃
よ
り
「
静
」

よ
り
「
動
」
の
生
活
に
憧
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
頃
は
「
河
辺

の
良
さ
」
な
ど
解
ら
な
か
っ
た

の
で
し
ょ
う
。「
大
き
い
街
で

大
き
く
暮
ら
し

た
い
」
そ
れ
が

私
の
望
み
で
し

た
。
都
会
で
の

生
活
は
そ
れ
な

り
に
若
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
発
散

で
き
ま
し
た
。

で
も
、
し
っ
か

り
地
に
足
を
付

け
て
生
活
し
な

い
と
、
人
の
波

に
飲
込
ま
れ
て

し
ま
い
そ
う

で
、
常
に
注
意

深
く
生
活
し
て

い
ま
し
た
。
お

正
月
や
お
盆
に
帰
省
し
た
時
の

安
心
感
。
そ
れ
は
言
葉
で
は
表

現
出
来
ま
せ
ん
。「
よ
う
帰
っ

た
ね
ぇ
。
元
気
で
や
っ
と
る
の
」

声
を
か
け
て
く
れ
る
人
達
。
私

は
忘
れ
て
い
て
も
、
私
の
事
を

覚
え
て
く
れ
て
い
る
人
達
。
河

辺
は
優
し
さ
が
い
っ
ぱ
い
の
村

な
の
で
す
。
戸
締
り
を
し
な
い

生
活
に
心
配
し
て
も
「
そ
が
い

な
人
お
ら
ん
け
ん
」
と
返
っ
て

く
る
言
葉
に
と
ま
ど
い
な
が
ら

も
、
な
ん
だ
か
嬉
し
く
て
微
笑

ん
で
し
ま
う
。
こ
れ
が
「
河
辺

の
良
さ
」
な
ん
だ
と
気
付
く
。

最
近
は
道
路
も
広
く
な
り
ま

し
た
。
村
お
こ
し
の
企
画
も
い

ろ
い
ろ
あ
っ
て
、
河
辺
村
を
知

っ
て
い
る
人
も

増
え
て
き
ま
し

た
。
嬉
し
い
事

で
は
あ
り
ま
す

が
、
心
の
ど
こ

か
で
「
昔
の
ま

ま
の
「
静
」
の

河
辺
で
い
て
ほ

し
い
」
と
勝
手

な
事
も
考
え
て

し
ま
い
ま
す
。

河
辺
の
皆
さ
ん

が
健
康
で
安
全

に
暮
ら
し
て
い

け
る
村
で
あ
る

事
が
何
よ
り
で

す
。
何
の
邪
心

も
無
い
、
お
腹
の
底
か
ら
の
笑

顔
を
い
つ
ま
で
も
絶
や
す
事
の

な
い
皆
さ
ん
が
い
れ
ば
、
私
は

そ
れ
で
十
分
で
す
。
ど
こ
で
暮

ら
し
て
い
て
も
、
ど
ん
な
に
時

が
流
れ
て
も
、
私
の
ふ
る
さ
と

は
河
辺
で
す
。
胸
を
張
っ
て
言

え
る
ふ
る
さ
と
な
の
で
す
。

ふるさとに望む
松山市

中野　仁栄
（国木出身）
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○
雇
用
保
険
の
新
し
い
給
付
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
Y

教
育
訓
練
給
付
…
職
業
能
力
の
ア
ッ
プ
を
希
望
す
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

平
成
十
年
十
二
月
一
日
ス
タ
ー
ト

介
護
休
業
給
付
…
介
護
休
業
を
取
得
す
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

平
成
十
一
年
四
月
一
日
ス
タ
ー
ト

○
高
年
齢
求
職
者
給
付
金
の
額
の
引
き
下
げ

対
象
者
…
六
十
五
歳
以
上
の
雇
用
保
険
被
保
険
者
の
方
で

平
成
十
一
年
四
月
一
日
以
降
に
離
職
さ
れ
る
方

詳
し
い
こ
と
は
お
気
軽
に
安
定
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
洲
　
大
洲
公
共
職
業
安
定
所
　
1
24
―
３
１
９
１

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
洲
か
ら
の
お
知
ら
せ

雇
用
保
険
法
改
正
の
お
知
ら
せ

「放送大学」をご存じですか？
＝全国の18～90歳代までの約７万人が学ぶ大学です＝

◆放送大学は、テレビ・ラジオで大学教育をおこなっている正規の
通信制４年制大学です。
興味や目的に応じて１科目から学べるほか、所定の単位を修得し、
卒業すると学士（教養）の学位も取得できます。

放送大学の授業を覗いてみませんか？

◆授業は広い範囲をカバーしており、人文・社会・自然等の分野の
約320科目を用意しています。
◆授業は今すぐにご自宅で視聴できます。

～放送大学の授業は全国放送です～
○衛星放送（スカイパーフェクＴＶ！）を利用して、全国放送開始！
○授業放送は無料放送です。受信に必要なアンテナ等を準備して
いただければ、自由に視聴できます。（視聴契約や受信料は不要）
○スカイパーフェクＴＶ！のＴＶは205、ラジオは500チャンネル
で放送中です。

学生になってみませんか？

◆学生の種類
○興味のある科目だけ学習する…科目履修生（半年間）と選科履
修生（１年間）
○大学卒業を目指す…全科履修生（最長で10年間在籍できます。）
※入学試験はありません、18歳以上であればどなたでも入学でき
ます。

◆現在、全国の130の大学・短大が放送大学の授業科目を利用してい
ます。

〈学生募集のお知らせ〉～入学のチャンスは年２回（４月と10月）

募集期間（４月入学生）：平成10年12月15日～11年２月28日

資料・募集要項は、下記までご請求ください。無料でお送りいたします。

放送大学愛媛学習センター
〒790－0826 松山市文京町３（愛媛大学内）
TEL089（923）8544 FAX089（923）8479

ごみ袋の料金が改定されます。

４月１日より新焼却場の稼動に伴いごみ袋

の料金が改定されます。改定料金は次のとお

りです。

改定料金（一枚につき）

小　袋　15円　→　20円

中　袋　20円　→　30円

大　袋　30円　→　40円

なお、料金改定に伴い、個人・事業所へ持

ち込む可燃物の料金も改定されますのでご注

意ください。

詳しいことは内山衛生事務組合（144－

4574）までお問い合わせください。

✩✩✩✩✩✩✩✩✩✩✩✩✩✩✩✩✩✩✩✩✩✩✩✩✩✩✩✩✩✩✩✩✩✩✩✩✩✩✩✩✩✩✩
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✩

✩
✩
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☆『喜
き

多
た

郡
ぐん

』のシンボルマーク募集☆

「喜多郡広域若者塾研究グループ」では、喜多郡のイ
メージアップと連帯感を高めるため、シンボルマークを
募集しています。
平成11年３月20日〆切。入賞作品には豪華？賞金・賞

品もご用意しております。
詳しくは10893―34―2307（肱川町公民館内　喜多郡広

域若者塾「シンボルマーク募集」係）まで

平
成
十
年
度
の
共
同
募
金
運
動

が
昨
年
十
月
一
日
か
ら
十
二
月
三

十
一
日
ま
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

村
民
の
皆
様
の
絶
大
な
ご
協
力
を

得
て
左
記
の
と
お
り
実
績
を
上
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

部
落
募
金

一
四
一
、
二
〇
〇
円

法
人
募
金（
企
業
募
金
）

四
八
五
、
〇
〇
〇
円

職
域
募
金（
バ
ッ
チ
募
金
）

一
五
二
、
〇
〇
〇
円

個
人
募
金（
大
口
募
金
）

一
四
〇
、
〇
〇
〇
円

街
頭
募
金（
村
民
運
動
会
募
金
）

二
六
、
八
四
〇
円

テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
募
金

三
〇
、
〇
〇
〇
円

合
計

九
七
五
、
〇
四
〇
円

こ
の
募
金
は
、
老
人
福
祉
活
動

費
、
障
害
者
福
祉
活
動
費
、
児
童

青
少
年
福
祉
活
動
費
、
母
子
・
父

子
福
祉
活
動
費
、
福
祉
育
成
援
助

活
動
費
に
有
効
活
用
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 共

同
募
金
の
お
礼



国民年金法改正についてお知らせします。

１、改正内容について
①記名押印を求めている届書等について
国民年金の請求書、申請書又は届書には、
従来、請求者、申請者又は届出人の氏名を
記載し、押印しなければならないものとさ
れていたが、「記名押印又は署名」のいず
れかでよい選択制とされた。
②現況届の押印の廃止について

現況届については、従来受給権者自らの
署名（自ら署名することが困難なものにあ
っては代理人の署名）及び押印を求めてい
たが、押印を廃止することとされた。

２、施行期日
平成11年１月１日から施行されます。

保
険
料
の
決
め
か
た
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
第
一
号
被
保
険
者
の
場
合

六
十
五
歳
以
上
の
人
は
、
市
町
村

ご
と
に
介
護
保
険
に
基
づ
く
サ
ー
ビ

ス
の
給
付
に
必
要
な
費
用
を
考
え
な

が
ら
、
所
得
に
よ
っ
て
被
保
険
者
ご

と
に
保
険
料
が
決
め
ら
れ
ま
す
。

◎
第
二
号
被
保
険
者
の
場
合

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
か

ら
課
せ
ら
れ
た
負
担
額
を
考
え
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
保
険
ご
と
に
、

所
得
に
よ
っ
て
保
険
料
が
決
め
ら
れ

ま
す
。

○
届
出
に
つ
い
て

六
十
五
歳
以
上
の
人
で
、
他
市
町

村
か
ら
転
入
ま
た
は
他
市
町
村
へ
転

出
す
る
と
き
は
、
届
出
が
必
要
で
す
。

今
年
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

大
流
行
が
予
想
さ
れ
、
昨
年
末

頃
か
ら
診
療
所
に
も
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ら
し
き
患
者
さ
ん
が
た

く
さ
ん
見
え
て
い
ま
す
。

潜
伏
期
は
一
〜
三
日
で
、
急

に
発
熱
・
頭
痛
・
腰
痛
・
だ
る

さ
な
ど
が
起
こ
り
、
鼻
み
ず
・

の
ど
の
痛
み
・
咳
な
ど
が
続
い

て
起
こ
り
ま
す
。
38
〜
40
℃
近

い
熱
は
三
〜
七
日
間
続
き
ま

す
。イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
症
状
は

強
い
も
の
の
、
合
併
症
を
起
こ

さ
な
い
限
り
一
週
間
ほ
ど
で
治

り
ま
す
が
、
身
体
の
抵
抗
力
が

戻
る
の
に
は
一
カ
月
か
か
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

合
併
症
で
も
っ
と
も
問
題
に

な
る
の
は
肺
炎
で
す
。
年
配
の

人
、
妊
娠
し
て
い
る
人
、
気
管

支
喘
息
や
慢
性
の
気
管
支
炎
な

ど
肺
の
病
気
の
あ
る
人
、
糖
尿

病
の
人
、
腎
臓
病
の
人
に
多
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
脳
症
は
、

乳
幼
児
で
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接

種
を
受
け
て
い
な
い
場
合
や
、

診

療

所

だ

よ

り

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

年金ワンポイント
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治
　
療

そ
れ
で
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
ら
…

〈
診
療
所
で
で
き
る
こ
と
〉

解
熱
剤
、
咳
止
め
、
食
欲
が

極
端
に
落
ち
て
い
た
り
高
熱
が

続
け
ば
点
滴
を
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

今
ま
で
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に

使
わ
れ
て
き
た
薬
が
、
今
年
か

ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
も
効
果

が
あ
る
と
さ
れ
て
使
用
さ
れ
始

め
ま
し
た
が
、
今
の
と
こ
ろ
効

果
は
未
知
数
で
す
。

〈
自
分
で
で
き
る
こ
と
〉

（１）
休
む
‥
「
時
間
も
薬
の
う
ち
」

と
思
い
切
っ
て
休
み
ま
し
ょ

う
。

（２）
保
温

（３）
食
事
‥
ど
う
し
て
も
食
欲
が

落
ち
ま
す
。
固
形
物
に
こ
だ

わ
ら
ず
、
水
分
を
十
分
と
っ

て
く
だ
さ
い
。

（４）
入
浴
‥
し
ん
ど
い
と
き
は
入

浴
を
控
え
た
方
が
良
い
で
す

が
、
絶
対
に
入
っ
て
い
け
な

い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
湯
冷
め
し
な
い
よ
う

に
。

あ
る
種
の
解
熱
剤
を
使
っ
た
場
合

に
起
こ
り
や
す
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。予

　
防

〈
診
療
所
で
で
き
る
こ
と
〉

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
し
ま
す
。
今

年
の
ワ
ク
チ
ン
に
は
Ａ
ソ
連
型
、

（
現
在
は
や
っ
て
い
る
）
Ａ
香
港

型
、
Ｂ
型
が
入
っ
て
お
り
、
現
在

流
行
し
て
い
る
Ａ
香
港
型
も
予
防

で
き
る
か
、
か
か
っ
て
も
軽
症
で

す
む
だ
ろ
う
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

〈
自
分
で
で
き
る
こ
と
〉

（１）
う
が
い

薬
で
な
く
、塩
水
で
も
お
茶
に

塩
を
入
れ
た
も
の
で
十
分
で
す
。

（２）
人
ご
み
に
行
か
な
い

（３）
空
気
の
入
れ
替
え
を
頻
繁
に
す

る
（４）
室
内
の
湿
度
を
保
つ

介
護
保
険
ミ
ニ
情
報

所得段階別保険料の設定方法（案）
対　　象　　者段　　階

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

保険料の設定方法

基準額×0.5

基準額×0.75

基準額×1

基準額×1.25

基準額×1.5

●生活保護受給者等
●市町村民税世帯非課税かつ老齢福祉年金受給
者

●市町村民税本人課税
（被保険者本人の合計所得金額が250万円以上）

●市町村民税本人課税等
（被保険者本人の合計所得金額が250万円未満）

●市町村民税世帯非課税等

●市町村民税本人非課税等

※基準額は各市町村のサービス水準により設定



類
は
壁
や
柱
に
固
定
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

・
万
一
の
出
火
に
備
え
て
消
火

器
や
水
バ
ケ
ツ
な
ど
を
用
意

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

２
　
地
震
が
お
き
た
ら

・
テ
ー
ブ
ル
や
机
の
下
に
身
を

ふ
せ
、
近
く
に
座
布
団
な
ど

が
あ
れ
ば
頭
を
守
る
。

・
ゆ
れ
が
治
ま
る
ま
で
外
に
飛

び
出
さ
ず
、
火
を
使
っ
て
い

た
ら
火
の
始
末
を
す
る
。

・
車
を
運
転
し
て
い
る
と
き

は
、
道
路
の
左
端
に
止
め
、

車
を
離
れ
る
と
き
は
エ
ン
ジ

ン
を
止
め
て
キ
ー
は
つ
け
た

ま
ま
に
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
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河
辺
村
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
大

会
議
室
に
於
い
て
「
交
通
安
全
祈

願
祭
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
交
通

安
全
関
係
者
多
数
の
参
列
を
頂
き

厳
粛
の
う
ち
に
行
わ
れ
、
交
通
安

全
・
無
事
故
を
祈
願
し
ま
し
た
。

地
震
に
対
す
る
日
頃
の
備
え

平
成
七
年
一
月
十
七
日
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
が
発
生
し
、

多
く
の
死
傷
者
が
出
た
の
は
記

憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

地
震
が
発
生
し
た
と
き
被
害

を
最
小
限
に
す
る
た
め
に
は
、

一
人
ひ
と
り
が
あ
わ
て
ず
に
行

動
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
み
な
さ
ん
が
、
い

ざ
と
い
う
と
き
落
ち
着
い
て
行

動
で
き
る
よ
う
、
普
段
か
ら
次

の
よ
う
な
備
え
を
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

１
　
地
震
に
備
え
て

・
タ
ン
ス
や
食
器
棚
等
の
家
具
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虎
荒
れ
て
異
変
の
年
も
過
ぎ
ゆ
か
ば

明
け
て
兎
に
幸
祈
り
お
り

国
井
ミ
ネ
ヲ

も
ろ
も
ろ
の
地
球
の
変
に
関
わ
ら
ず

新
た
な
る
陽
は
今
昇
り
初
む

増
本
喜
久
男

末
孫
と
共
に
育
ち
し
黒
兎

離
れ
し
わ
が
部
屋
の
庭
辺
に
遊
ぶ

本
田
ミ
ネ
ヨ

好
ま
ね
ど
高
齢
者
と
な
り
今
年
よ
り

ゆ
と
り
あ
る
日
日
作
ら
む
と
誓
う

上
林
ヨ
シ
子

見
覚
え
の
孫
の
セ
ー
タ
ー
吾
は
着
て

こ
の
冬
ぬ
く
し
孫
を
し
お
も
う

戸
田
　
薫
明

幼
な
孫
の
残
し
ゆ
き
た
る
花
の
絵
に

葉
を
書
き
そ
え
て
一
人
楽
し
む

谷
本
　
愛
子

自
　
10
・
11
・
11

至
　
11
・
１
・
10

☆
お
誕
生
お
め
で
と
う

森
川
　
紫
苑
（
下
大
成
）父
　
龍
　
治

母
　
宏
　
美
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（73） 

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

憲
法
と
人
権
　
（一）

人
は
だ
れ
で
も
健
康
で
幸
せ

な
生
活
を
し
た
い
と
願
っ
て
お

り
ま
す
が
、
現
代
は
人
権
の
爆

発
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
従
来
に
な

い
、
新
し
い
人
権
の
主
張
が
な

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お

り
ま
す
。

差
別
の
な
い
、
幸
せ
な
楽
し

い
生
活
を
し
て
い
く
に
は
、
人

権
尊
重
の
考
え
を
基
本
に
し

て
、「
自
己
の
人
権
を
守
り
、

他
の
人
の
人
権
を
侵
さ
な
い
」

こ
と
が
大
切
で
す
。

と
こ
ろ
で
、「
人
権
」
と
い
う

こ
と
ば
を
や
さ
し
く
表
現
す
る
な

ら
ば
、「
人
間
ら
し
く
生
き
る
権

利
」「
幸
福
に
生
き
る
権
利
」「
自

由
に
の
び
の
び
と
し
か
も
不
公
平

な
扱
い
を
さ
れ
ず
に
生
き
る
権

利
」
な
ど
と
言
え
る
と
思
い
ま
す

が
、
端
的
に
は
、
憲
法
が
国
民
に

与
え
た
自
由
及
び
権
利
の
こ
と
と

考
え
て
い
い
と
思
い
ま
す
。

憲
法
は
、
三
十
の
項
目
に
わ
た

り
、「
国
民
の
権
利
及
び
義
務
」

に
つ
い
て
規
定
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
の
十
三
条
で
は
、「
個

人
の
尊
重
、
生
命
・
自
由
、
幸
福

追
求
の
権
利
」
を
規
定
し
て
い
ま

す
。
簡
単
に
「
幸
福
追
求
権
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
幸
福
追
求
権
は
、
私
た

ち
の
人
格
的
生
存
に
必
要
不
可
欠

な
権
利
や
自
由
を
、
広
く
保
障
す

る
包
括
的
な
人
権
で
あ
る
と
の
主

張
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

内
容
に
、「
自
己
決
定
権
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
、
環
境

権
、
嫌
煙
権
な
ど
」
憲
法
が
直

接
触
れ
て
い
な
い
よ
う
な
権
利

も
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

自
分
を
生
き
る
上
で
何
よ
り

も
大
事
な
の
が
自
己
決
定
権
の

保
障
で
す
。

（
河
辺
村
同
和
教
育
協
議
会
）

交
通
安
全
祈
願
祭

12/26

防 災 だ よ り

藤
岡
あ
ゆ
み
（
出
　
合
）父
　
貴
　
浩

母
　
昇
　
子

五
頭
　
愛
里
（
横
山
中
）父
　
祥
　
介

母
　
三
津
恵

☆
末
な
が
く
お
幸
せ
に

真
田
　
耕
志
（
寺
藪
中
）

渡
部
美
由
紀
（
松
山
市
）

☆
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

玉
岡
　
吉
春
（
三
久
保
）

75
歳

渡
邊
ヒ
サ
コ
（
橡
　
谷
）

75
歳

有
友
ヲ
ス
エ
（
川
　
崎
）

87
歳

（

し
お
ん

あ
い
り

11／11

12／15 12／４
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